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　臨床研修病院に勤務する者として，小児科
ローテーション中の医学部生や初期研修医と接
する機会が多くあります．期待に沿った経験を
積み，思い出に残る研修をしていただきたいも
のです．そこで，「将来展望は？」「進路希望
は？」と尋ねれば，意外にも多くの学生，研修
医が「小児科も考えています」と回答します．
社交辞令でしょうか．
　「小児科のポジティブなイメージは？」と尋ね
れば，よくある回答が「全身を診れる」「成長発
達を診れる」です．「ネガティブなイメージ
は？」と尋ねれば，「生まれつきの病気は治らな
い」「苦しんでいる子を見るのはさすがに辛い」

「親とのやり取りが面倒そう」などが挙がりま
す．本音でしょう．
　今月の特集は，Down 症候群を主題として企
画されました．高度に専門化しつつ全身に目を
配り，多職種・他科との連携を通じて包括的な
医療を提供し，子どもの成長と発達に責任を持
つ．そんな小児医療の本質を実感できるテーマ
ではないでしょうか．“全身を診れる”“成長発

達を診れる”という小児医療のポジティブなイ
メージが伝わってくる内容となっています．
　子どもの健全な成長と発達，彼らを支える家
族の幸せは，現代小児医学の最終到達目標と言
えます．達成した目標と解決すべき課題を見極
めるために，先天性疾患の代表格である Down
症候群を “あらためて見直す”ことは，うって
つけの機会ではないでしょうか．
　「生まれつきの病気でも治るんだよ」「苦しん
でいる子を助けてこそ医学だよ」「親も一緒に幸
せにできるよ」．学生や研修医には，自信をもっ
て，そう伝えたいものです．多くの学生や研修
医が抱く小児科のネガティブなイメージこそ
が，小児医療の使命と魅力の本質を伝えている
のではないでしょうか．
　“あらためて見直す”ことで見えてくる小児科
の姿が，医療の将来を支える若者の好奇心を刺
激し，期待に応え，不安を払拭することを期待
しております．
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